
学校だより

平成26年度もゴール間近！
城北っ子の頑張りは至る所で見ることができます。学ぶことの意味、意義、必要性に

ついて理解したり、わかる城北っ子がぐんぐん増えてきています。

☆校長先生は提出した全児童のノート１つ
１つを見せてもらいました。そして、励ま
しのコメントを書きました。そのことから、
学ぶ意味、意義、必要性を1年なりに、6年
生までの城北っ子が理解したり、わかって
きたことを見ることができました。
☆城北っ子、保護者の皆さん、校長先生の
コメントをぜひ読んで下さいね。

■『はるやすみ号』（ノート）提出のわけ
①当該学年で身に付けた定着事項を進級学年で十分力を発揮できるようにさせたい。
②苦手課題を『はるやすみ』に克服させたい。
→4月、学級児童のスタートラインをそろえ、「わからない子」をださない学級づくり。
→はるやすみ号で取り組んだ内容について進級テストがあります。

■『あきやすみ号』（ノート）提出のわけ
①校長先生が全児童の学習状況を把握する。
②校長先生は、全児童(800名近く）のノー
トをしらべ、励ましのコメントを書きます。
③先生の教え方をふり返る。
■『ふゆやすみ号』（ノート）提出のわけ
①短い冬休みです。しっかり学習をする習慣を身に付けましょう。
②短い冬休みです。だからなお、自分のペースにあった学習をしましょう。
「たくさんする、いっぱいする量ではなく、質の学習（ていねいな学習）をしましょう」
③校長先生は、全児童(800名近く）のノートをしらべ、励ましのコメントを書きます。

6年生は、中学へ春休みにした課題ノートの提出が求められます。はる号は、『確かな
学力』で一年間を乗り切るバロメータです。あき号は、先生方の教え方がこれでよかっ
たのかをふり返り、現在の一人一人の『確かな学力』の保証と把握のためです。ノート
1冊全部終らなければならないと間違ったことを伝えた先生は、修正します。たくさん
するという量ではなく、自分のペースにあった学習に変えていきましょう。ふゆ号（3
日間）で自分のペースにあった学習の仕方を見付け、校長先生に見せてくださいね。
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○よく考え

進んで学ぶ子

○心豊かな子

○ねばり強い子

 【確認です！ 】 

秋休み号ノート一冊を全部終えることではあ

りません。1 学期の復習か苦手克服がねらい。 

【短い冬休み】 

冬休み号ノートは、量ではなく質を重視。 

 子どもは負担で

はないですか？  

 
学ぶことの意味、学ぶ意義、学びがなぜ必要か、学びとは・・ 

 
それは何で、わかるのでしょうか？  

 お家の人といっしょにがんばった秋休み号のノート 

がありました。御協力をありがとうございます！  

 秋休み号のノート。提出ありがとう！  

 あき号のノート一枚一枚めくると、子どもたちの

『一生懸命』さが伝わってきます！  

頑張りにありがとうと言いたいです。－校長－ 



学校へ行く意義は、なかなか容易に理解することは難しいです。
学校が楽しい、友だちに会いたい、先生に会いたい。それが学校
へ行く大きな理由、理解の一歩ではないでしょうか。
校長講話で、壊れた橋や渓谷、崖をつたい登校する世界中の子ど
もたちを紹介しました。「友だちに会いたい、先生に会いたい」「よ
いみらい」つくりのためと話すジャクソン君の話も紹介しました。
「なぜ、学校へ行くのか」考えた2年生の作文を紹介します。

相手のいやがる言葉、傷つける言葉、マ
ナー指導を学校は本気で取り組んでいま
す。速やかな対応を行い、子どもを守る
ための情報を学校へお寄せください。

 
校長講話から 

命をかけて学校へ行く世界の子どもたち

 
楽しい学校つくり 

～城北っ子・先生・保護者で～ 


